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2010 年 5 月 -2011 年 4 月の聞に、食道癌放射線治療後 6 カ月以上経過し、完全寛解を得ている
症例を対象に、心筋脂肪酸シンチグラフィー1odine-123 -methyl-iodophenyl pentadecanoic 
acid scintigraphy (1231-BM1PP )検査を施行した。 Single photon emission computed 
tomography (SPECT) 装置と Computed Tomography (CT) 装置が一体となった
SPECT/CT(Symvia T2, Siemens, Hoffman Estates, 1L)で撮像した。横断像で治療計画 CT と
SPECT/CT を比較し、心筋を 15 セグメントに分割した方法で検討した。各セグメントで照射野




計 34 症例 510 セグメントで本研究を施行した。 Segment OUT、 1N1 、 1N2 のセグメント数は
324、 133、 53 個であり、集積低下率は 13.3%(43/324)、 42.9%(57/133) 、 67.9%(36/53)であった。
照射野外に対する 40Gy、 60Gy のオッズ比は、 5.2 (95%信頼区間: 3.7-7.4)、 15.4(95%信頼区
間: 6.9・ 34.6)で、あった。 28 例が放射線心筋障害陽性で、あった。ヒト脳性ナトリウム利尿ペプチ
ド(BNP)が放射線心筋障害と有意な傾向にあり、放射線心筋障害陽性例と陰性例の BNP は、そ

















2010 年 5 月一2011 年 4 月の聞に、食道癌放射線治療後 6 カ月以上経過し、完全寛解を得ている
症例を対象に、 1吋-BM1PP 検査を施行した。 123 1-BM1PP 検査は、 SPECT/CT(Symvia T2, Siemens , 
Hoffman Estates , 1L) で撮像した口横断像で治療計画 CT と SPECT/CT を比較し、心筋を 15 セグ
メントに分割した方法で検討したD 各セグメントで照射野外 (segment OUT) 、 40Gy 照射されてい





言十 34 症例 510 セグメントで本研究を施行した。 Segment OUT、 1N1 、 1N2 のセグメント数は 324、
133 、 53 個であり、集積低下率は 13.3覧 (43/324) 、 42.9話 (57/133) 、 67. 9話 (36/53) であった。照射
野外に対する 40Gy、 60Gy のオッズ比は、 5.2 (95見信頼区間: 3. 7-7. 4) 、 15.4(95略信頼区間:
6.9-34.6) で、あった。 28 例が放射線心筋障害陽性で、あった。 BNP の値が放射線心筋障害と有意な
傾向にあり、放射線心筋障害陽性例と陰性例の BNP は、それぞれ 94. 6:t86. 3 pg/ml 、 43.6:t52. 6 
pg/ml であった。 (p=0.064) 。
本研究は、食道癌患者に対する放射線治療後の心筋代謝障害を、脂肪酸代謝のトレーサーであ
る 123 1-BM1PP を用いて核医学的手法で評価したものである。 1231-BM1PP にて、照射野に一致して
高頻度に集積低下が認められ、放射線照射による脂肪酸代謝の低下が明らかとなった。脂肪酸代
-132-
ること、比較的低線量でも心筋代謝障害が発生することを明らかにしたことなどから有意義な研
究であると言える。よって，本論文は博士(医学)の学位論文として合格と認める。
円。円。
